
飯田市土地利用基本方針の変更（平成 22 年４月１日施行） 

 

第２編 市全域の都市づくりの構想 

第４章 都市施設の整備方針 

第１節 交通施設の整備方針 

３．公共交通（飯田市土地利用基本方針 45 ページ） 

（１）基本方針 

高齢者、障害者や学生にとって公共交通は重要な移動手段であり、また環境問題の深刻化から、

自家用車利用の抑制と公共交通の利用促進が課題となっています。そこで、安心で暮らしやすい地

域づくりに向けて、将来都市構造に資するような道路交通体系と連携した公共交通網の整備・充実

に取り組みます。 

○地域公共交通体系の機軸となるＪＲ飯田線 

・ＪＲ飯田線を地域公共交通体系の機軸とし、その存続と利用促進に努めます。 

・バス路線、乗合タクシー等は、ＪＲ飯田線との相互の利用促進を図るため、乗り継ぎに配慮した

整備を図ります。 

○バス路線等の整備・充実に関する方針 

バス路線、乗合タクシー等の地域公共交通網の整備・充実にあたっては、ＪＲを機軸として、次

の基本方針に基づき取り組みます。 

・市民の社会参加の機会提供、地域振興、通院等福祉対応、地球温暖化対策を目的とした公共交通

の確保を市の責務とし、交通弱者への移動手段の提供、主に中山間地域対策としての公共交通不

便地域、空白地域の解消を目指します。 

・地域公共交通の確保は、地域の交通事情や特性に通じ、かつ地域公共交通を担ってきた地元事業

者による運行を主体とし、多様な形態、多様な主体による運行で補完することを基本とします。 

・飯田市は、広大な市域に都市部、郊外、中山間地域など多様な地域特性を持った地域であること

から、地域公共交通についても全市一律の対応とはせず、それぞれの地域特性に応じたきめ細か

な運行を検討します。 

・地域公共交通の改善は、定住自立圏構想の重要な事業として位置づけられており、検討にあたっ

ては、飯田市地域公共交通改善市民会議による検討を主体とし、南信州広域連合、関係町村と連

携して圏域をあげて取り組むものとします。 

（２）具体的な内容 

①ＪＲ飯田線の確保と利用促進 

・ＪＲ飯田線については、市民生活の利便性向上のため、ＪＲ東海やＪＲ利用促進推進協議会等と

連携し、市民がより利用しやすい運行となるよう協力して取り組みます。 
・企業等との連携によるノーマイカーの推進を図り、通勤手段としての利用を組織的に促進します。 
・また、南信州広域連合と連携し、県内外からの観光客をターゲットにしたスローな旅の提案など

伊那谷の美しい景観を宣伝して、その利用の促進を図ります。 
②バス路線等の確保と利用促進 

○市民の社会参加の機会提供 

・移動手段がないため、社会活動、地域の行事などへの参加が困難な住民が気軽に社会参加でき、

便利で安心して利用できる地域公共交通を提供することは重要です。特に高齢者のみの世帯で

は社会とのつながりが希薄になりやすいことから、健康で文化的な社会生活をおくるための手

段としての地域公共交通の整備を進めます。 

※      が変更した箇所



○日常生活の確保と地域振興 

・地域公共交通が存在しない、あるいは利用が不便であることは、その地域の魅力を低下させま

す。特に人口減少や高齢化が進む地域では、地域公共交通の確保が重要な地域課題となってい

ます。居住地域を選定する際、地域公共交通の利便性は選択肢の大きな要素であることから、

高齢者の買い物等の自立した日常生活を確保し、地域を担う若者が定住しやすいような地域公

共交通への改善を進めます。 
○通院等福祉対応 

・地域公共交通を利用する目的のうち、通学・通院は主要な目的であるため、こうした需要に応

える地域公共交通体系の構築が必要です。特に病院利用者は、高齢者・障害者等の移動の困難

な者が多いため、なるべく施設の近くに停留所を設置します。また、利用者の多い市立病院は

ＪＲの駅から遠いため、駅と病院間のアクセスについても考慮します。 
○地球温暖化対策をはじめとする環境問題への対応 

・地域公共交通は、自家用自動車と比べて総合的に二酸化炭素の排出量が少なく環境負荷が小さ

い移動手段です。自家用自動車への過度な依存を見直し、地域公共交通と自家用自動車との適

切な連携と役割分担を行い、環境負荷の低減を図るため地域公共交通の利用促進を図ります。 
○多様な地域公共交通手段の整備 

・地域公共交通が運行していない地域や駅・バス停から自宅までの距離が遠い地域もあるため、

地域住民、交通事業者等と連携し、予約制の乗合タクシーの導入等地域の特性にふさわしい多

様な交通手段を検討します。また、交流人口の拡大に向けて、観光客の利便性を高める地域公

共交通を検討します。 
○利用者サービスの向上 

・より利用しやすい公共交通に向けて、利用者の視点に立ったバスダイヤ、経路の検討と改善を

進めます。また、路線バスから路線バス、路線バスからＪＲなどシームレスな運送サービスが

提供できるダイヤ、経路を検討します。 
・使いやすく、わかりやすい時刻表の作成、親しみのある車両デザイン等により、魅力的な運送

サービスを提供します。 
・低床バスや車椅子ステップリフト付きバスの導入、バス停等の施設の改善、介助付の運転手の

導入など、利用者にやさしいサービスの充実に努めます。 
③市民運動としての地域公共交通の活性化及び再生 

・地域公共交通の活性化及び再生が目指す幅広い目的の達成のためには、多様な運行主体の参加

はもとより、市民、事業者、行政その他の多様な主体が参加する市民運動としての取り組みを

推進します。 
・地域公共交通の改善検討にあたっては、飯田市地域公共交通改善市民会議の検討を主体とし、

各地区のまちづくり委員会など地域住民の参加により推進します。 
・定住自立圏構想に即し、南信州広域連合が所管する南信州地域交通問題協議会をはじめ、関係

町村との連携により推進します。 
・各地区のまちづくり委員会をはじめ、ＮＰＯ、企業、観光団体、農業団体、福祉団体、商工業

団体等幅広い主体による地域公共交通の利用促進策を複合的に講じ、地域全体として地域公共

交通の利用促進を図ります。 
・地域ぐるみのエコドライブの推進など、地域公共交通の利用促進に向けて取り組みます。 
 
この変更に関し市が実施した手続き等は次のとおりです。 



●平成 22 年２月 パブリックコメントの実施（２月 12 日～３月 15 日） 
●平成 22 年３月 土地利用計画審議会・都市計画審議会への諮問・答申（平成 22 年３月 23 日） 
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